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「持続可能な開発目標」（SDGs）に関する市
民社会の活動の強化とマルチ・ステークホ
ルダー・プロセスの定着を目指した活動

生物多様性活動認証制度の拡大による
地域の生物多様性向上の推進

 日本全域

 徳島県

活動地域

活動地域

議員勉強会 7 回

主催/共催フォーラム 8 回

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 80 ％

事業者を対象にした
認定制度登録 1 社
認証取得者の
HP掲載者数 5 軒

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 70 ％
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活動内容と成果
市民社会の意見が政策決定に取り入れられるプロセ
スの確立と定着を目指し、政府SDGs推進円卓会議
事務局や各政党/議員との意見交換会を実施した。ま
た、地域活動を行うNPOが進めているSDGsの実践
活動をつなげ、ネットワークの強化に取り組んだ。
● SDGsに関する政策提言集「SDGsボトムアップ・
アクションプラン2021」を発表
● 7月に開催された国連ハイレベル政治フォーラム
に合わせて、日本のSDGsの進捗評価レポート
「SDGsスポットライトレポート2021」（日/英）を
発表

活動内容と成果
生物多様性の向上を図るため、生物多様性活動認証
制度を企業に普及させる準備として、企業版チェッ
クシート、及び講習会資料を作成し、課題を抽出し検
討した。実際に進めるにあたり、企業の代表者が組織
した「SDGsとくしまみらい会議」と連携し、所属企
業の経営者へ制度の説明等をインプットした。
農業者への普及啓発を併せて実施し、県西部と県南
部の農業従事者の協力を新たに得ることができた。
また、消費者への普及啓発にオーガニック・フェス
タ会場からオンラインにより生物多様性の取組みや
重要性を伝えた。

課　題
SDGsの進捗は近年、気候変動やパンデミック、武力
侵攻などの影響で逆行している。社会の変革に向け
多様な当事者を含む市民社会が十分に参画した意思
決定が必要である。

目　標
SDGs達成に向けたマルチ・ステークホルダー・プロ
セスが定着し、この制度の質を向上させるための
フォローアップ・システムが確立されること。

課　題
生物多様性活動認証制度の普及により、徳島県にお
ける生物多様性の保全活動が推進拡大する。

目　標
徳島県内の企業における生物多様性活動を普及さ
せ、企業における認知を向上させるとともに、農業や
消費者に認証制度を普及啓発する。
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圃場の市民による生き物調査圃場の市民による生き物調査

5周年記念フォーラム（2月25日）5周年記念フォーラム（2月25日）

生物多様性活動認証制度の生物多様性活動認証制度の
広報活動広報活動

2023年は「2030アジェンダ」達成までの中間年であり、国連SDGサミットが開催
される。また国内では政府SDGs実施指針の改定が予定される。2022年はそれに向
けて市民社会の活動を加速化していく。

作成したチェックシートと講習会資料で企業に生物多様性活動認証制度を推進し
ていく。並行して農業従事者への中上級認証制度を検討する。さらに、消費者に取
組みを普及啓発し、生物多様性の向上を図る。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
SDGsに関するオンラインフォーラ
ムや勉強会で多様な人々の参加を保
障する点に課題があった。

■工夫した点
SDGsに関するイベントで通訳をつ
けるなど参加の質の確保に努めた。

■苦労した点
新型コロナウイルス感染拡大防止対
策を図りながら、かつ、新しいスキル
をマスターしながら実施しなければ
活動が推進できなかったこと。

■工夫した点
対面の場合は、関係者が新型コロナ
ウイルス感染を起こさないように細
心の注意を払いながら実施したこ
と、オンライン会議のスキル習得。
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